 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
25吉野川市・神山町　　　　　
　　　　　　　　　　　

　吉野川市には「最後まで残った空海の道」があり、八十八か所を巡る遍路道のなかで唯一弘法大師が歩いた当　時の自然がそのまま残り。次の十二番焼山寺まで弘法大師が修行中に休息した遺跡や石仏、標石が残る貴重な遍路道である。「遍路ころがし」といわれる難所の一つで、　焼山寺道と呼ばれ、十一番藤井寺から長戸庵、柳水庵、淨蓮（一本杉）庵、十二番札所焼山寺、杖杉庵へ至る。藤井寺から焼山寺までは十二・九キロメートル、所用時間は徒歩で平均約六時間とされている。
藤井寺は切幡寺から約十キロメートル、車で約二十四分、途中吉野川の中州善入寺島経由という珍しい遍路道になる。本尊は「木造釈迦如来坐像」で国の重要文化財であるが、お薬師さんと呼ばれ親しまれている。このほか藤の古木があり、四月下旬から五月下旬にかけて五色の藤の花が咲き誇る。また、本堂には三十畳ほどの広さに雲龍の天井画が描かれている。
　長戸庵は藤井寺から約三・二キロメートル、柳水庵までの中間地点、標高約四百四十メートルの地にある番外霊場。仏堂があり弘法太子が祀られている。読み方は丁度いい場所にあることから「ちょうどあん」と名付けられたという。
柳水庵は長戸庵から約六・六キロメートルの距離にある仏堂で、ここも本尊は弘法大師。柳の水とも呼ばれ、水場があり休憩に最適。標高約五百メートル。柳水庵にはトイレのほか休憩所も設けられている。
浄蓮庵は柳水庵から二・二キロメートルの距離にあり、標高約七百三十メートルの峠に存在する。本尊は阿弥陀如来。徳島県指定天然記念物の「左右内の一本杉」があり、一本杉庵とも称する。杉の下には高さ三メートルの弘法大師像がある。
焼山寺は藤井寺から三十五・五キロメートル、車で約一時間の距離で、焼山寺山の中腹標高七百七メートルにあり、八十八ヵ所のうち二番目に高い場所となっている。なお、浄蓮庵からは四・一キロメートルの距離にある。境内の中には県指定天然記念物の樹齢数百年の杉の巨木が並んでいる。また四国遍路の祖・衛門三郎の終焉の地、境内から一・六キロメートルほど下ったところに番外霊場の三面大黒天を祀ったお堂がある。天気のいい日には四国山地から淡路島まで素晴らしい眺望を楽しむことができる。
杖杉庵は焼山寺から約二キロメートル、地蔵菩薩を本尊とする番外霊場。衛門三郎終焉の地に建つ寺院。庵の名は「じょうしんあん」と読む。
　　　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
